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※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。　

北アフリカ最高峰登頂とモロッコ周遊

ツブカル山(4,167m)登頂とカスバ街道 11日間
★★★
登  山

▲「カスバ街道」の入口、ワルザ
ザードの旧邸宅

モロッコ

6名から催行

〈利用予定航空会社〉 エミレーツ航空、カタール航空など　
〈利用予定ホテル〉 カサブランカ／オテル・レ ･ セゾン　マラケシュ／リヤドナ
フィス　ネルトナー／ネルトナー小屋　ワルザザート／ホテルマルマラ　メル
ズーガ／リャドムーシュ　フェズ／リャドザメーンまたは同等クラス　

〈食 事〉 朝９回・昼０回・夕８回〈最少催行人数〉 ６名（最大 10 名）　
〈1 人部屋追加料金〉 84,000 円（山小屋を除く）
〈添乗員〉 新千歳空港から全行程同行

■査証／不要　■パスポート残存有効期間／入国時６ヶ月以上　　　　　　　　　　  
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：38,000円  ※2017年1月現在）

地　名 行　　　　　　　程 食事

1
新 千 歳
乗 継 都 市
カサブランカ

新千歳または各地 ✈ 乗継都市 ✈ カサブランカ
※利用便によって乗継都市泊または機中泊になります

【カサブランカ／ホテル泊】

−
機
機

2
カサブランカ
マ ラ ケ シ ュ

専用車にてアトラス山脈を望むマラケシュへ。バイア宮殿、マジョ
レル庭園、フナ広場、クトゥビーヤ・モスクなど世界遺産マラケシュ
旧市街を観光。　　　　　　　　　　　  【マラケシュ／ホテル泊】

朝
−
夕

3
マ ラ ケ シ ュ
イ ム リ ル
ネ ル ト ナ ー

専用車で登山口のイムリル（1740m）へ。ベルベル人の集落を抜け、
赤い土と岩の渓谷を歩きます。やがてツブカル小屋のあるネルト
ナー（3240m）に到着。食事はコックが作ります。
●歩程約 6 時間　　　　　　　  　 　　【ネルトナー／山小屋泊】

朝
−
夕

4
ネ ル ト ナ ー
ツ ブ カ ル 山
ネ ル ト ナ ー

朝食後、出発。高度が高いのでゆっくり登ります。三角の山頂標識が
あるツブカル山（4167m）に登頂。アトラス山脈（高アトラス）の山並
みが見渡せます。往路を下山し、ツブカル小屋へ。
●歩程約 8 時間　　　　　  　　　　 　【ネルトナー／山小屋泊】

朝
−
夕

5
ネ ル ト ナ ー
イ ム リ ル
マ ラ ケ シ ュ

一昨日と同じ道をイムリルまで下山。
専用車でマラケシュへ移動し、ホテルへ。
●歩程約 5 時間　　　　　　  　　　　 【マラケシュ／ホテル泊】

朝
−
夕

6
マ ラ ケ シ ュ
アイトベン・ハッドゥ
ワルザザード

専用車にて世界遺産アイトベン・ハッドゥへ（所要約４時間）。
映画「アラビアのロレンス」などのロケ地としても有名なカスバが
見られます。その後ワルザザードへ。 　【ワルザザード／ホテル泊】

朝
−
夕

7
ワルザザード
ト ド ラ 渓 谷
メ ル ズ ー ガ

カスバ街道を通り、トドラ渓谷。エルフードまで移動し、サハラ砂漠
の中のメルズーガの大砂丘へ。これぞ砂漠という景色と規模は圧
巻です。夜は星空をお楽しみ下さい（オプショナルツアー可能）。

　　　　　　　　 【メルズーガ／ホテル泊】

朝
−
夕

8 メ ル ズ ー ガ
フ ェ ズ

朝食後、エルフードへ戻り、古都フェズへ（所要７時間）。
【フェズ／ホテル泊】

朝
−
夕

9
フ ェ ズ
カサブランカ

世界遺産フェズ旧市街を観光。
現地ガイド同行で、中世のイスラム都市にタイムトリップ。
その後、カサブランカへ（所要約４時間）。 【カサブランカ／ホテル泊】

朝
−
夕

10 カサブランカ
乗 継 都 市

出発までカサブランカ観光（ハッサン２世モスク、メディナなど）。
午後、空港へ。カサブランカ ✈ 乗継都市 ✈  　  　　  　【機中泊】

朝
−
機

11 乗 継 都 市
新 千 歳 ✈ 乗継都市 ✈ 新千歳または各地

機
−−

1　トレッキングで登頂できる、アトラス
山脈最高峰ツブカル山（4,167m）へ

2　世界遺産アイトベン・ハッドウで城砦
構造の集落“カスバ”を見る

3　マラケシュ、ワルザザードなどの映画
のロケ地にもなった美しい街をめぐる

ポ
イ
ン
ト

◀イムリル村からツブカル山登山
のスタート

10月17日（火）～10月27日（金）  旅行代金 499,000円  489,000円
新千歳発着 東京発着 ※その他の空港発着については

　お問い合わせ下さい

※現地の諸事情により、一部行程が変更となる場合があります。

アフリカ最高峰と野生動物を間近に見るサファリ体験

キリマンジャロ(5,895m)登頂とサファリ 11日間
★★★★
高所登山

キリマンジャロへの道のり
通常５日間の行程をゆっくり６日間で歩きま
す。標高 3,780 ｍのホロンボハットに２連
泊して高所順応。登山中は現地スタッフの
サポートがあり、荷物もポーターに預けるこ
とができます。食事は３食とも専属コックが
洋食を用意。ピッケル、アイゼンは必要あり
ませんが、高山病と寒さ対策が重要です。

◀広大な台地状の山頂部。歩きや
すい登山道が続きます

タンザニア

4名から催行

〈利用予定航空会社〉 カタール航空　〈利用予定ホテル〉 マラング／マラング
ホテル　アルーシャ／メルーホテル　マニヤラ湖／レイクマニヤラ・セレナ 
または同等クラス ※登山中は山小屋泊　〈食 事〉 朝９回・昼８回・夕８回

〈最少催行人数〉 ４名　〈1 人部屋追加料金〉 30,000 円（山小屋を除く）
〈添乗員〉 新千歳空港から全行程同行

■査証／必要（タンザニア）　写真２枚　※取得手数料 9,000 円別途（実費込み）　　　  
■パスポート残存有効期間／入国時６ヶ月以上
■燃油サーチャージ・空港諸税は別途申し受けます（目安：10,000円  ※2017年1月現在）

地　名 行　　　　　　　程 食事

1 新 千 歳
乗 継 都 市 新千歳または各地 ✈ 乗継都市 ✈　　　　　　　　　 【機中泊】

−
−
機

2
乗 継 都 市
キリマンジャロ空港
マ ラ ン グ

✈ 乗継都市 ✈ キリマンジャロ空港
到着後、車にて登山口の街マラングへ。

【マラング／ホテル泊】

朝
昼
夕

3
マ ラ ン グ
マラングゲート
マンダラハット

■キリマンジャロ登山１日目
マラングゲート（1550m）より登山開始。樹林帯の緩やかな登山道
をマンダラハット（2729m）へ。
●歩程３～４時間　　　　　　　 【マンダラハット／山小屋泊】

朝
昼
夕

4
マンダラハット

ホロンボハット

■キリマンジャロ登山２日目
樹林帯の登りから平坦な灌木帯の道をホロンボハット（3780m）へ。
●歩程５～７時間　　　　　　　 【ホロンボハット／山小屋泊】

朝
昼
夕

5 ホロンボハット
■キリマンジャロ登山３日目・高度順応日
ホロンボハットに滞在。周辺の散策でゆっくりと高度順応します。
●歩程２～３時間　　　　　　　【ホロンボハット／山小屋泊】

朝
昼
夕

6
ホロンボハット

キ ボ ハ ッ ト

■キリマンジャロ登山４日目
サドルと呼ばれる砂礫帯を通り、最終の小屋キボハット（4750m）へ。
●歩程４～６時間　　　　　　　　　 【キボハット／山小屋泊】

朝
昼
夕

7

キ ボ ハ ッ ト
ギルマンズ

ポイント
ウフルピーク
ホロンボハット

■キリマンジャロ登山５日目
いよいよ登頂日。深夜にヘッドランプを点けて登り始めます。まず
ご来光タイムにギルマンズポイント（5682m）に登頂。さらに体調
や天候が良ければ、最高点のウフルピーク（5895m）を往復（約２時
間）。登頂後、ギボハット下り、休憩後、ホロンボハットまで下山。
●歩程10～12時間　   　　　【ホロンボハット／山小屋泊】

朝
昼
夕

8
ホロンボハット
マラングゲート
ア ル ー シ ャ

■キリマンジャロ登山６日目
往路をマラングゲートまで下山。下山後、車にてアルーシャへ。
●歩程４～５時間　　　　　　　　　 【アルーシャ／ホテル泊】

朝
昼
夕

9
ア ル ー シ ャ
ンゴロンゴロ
マ ニ ヤ ラ 湖

世界遺産に登録されているンゴロンゴロ自然保護区へ。世界第
２位の大きさを誇るクレーターでサファリドライブ。
その後、マニヤラ湖のロッジへ。　　　 【マニヤラ湖／ロッジ泊】

朝
昼
夕

10
マ ニ ヤ ラ 湖
キリマンジャロ空港
乗 継 都 市

朝食後、空港へ。
キリマンジャロ空港（午前） ✈ 乗継都市　　　　  　　【機中泊】

朝
機
機

11
乗 継 都 市
新 千 歳

✈ 新千歳または各地
機
機
−

1　ポーターが同行。不要な荷物
を預けて軽荷で登山！

2　野生動物の楽園、ンゴロンゴ
ロ自然保護区にてサファリ
ドライブを楽しみます

3　ノマドならでは！低酸素室
の初回利用無料サービス！

ポ
イ
ン
ト

▲念願のアフリカ大陸最高峰の
ウフルピークにて

12月23日（土）～2018年1月2日（火）  旅行代金 634,000円  614,000円
新千歳発着 東京発着 ※その他の空港発着については

　お問い合わせ下さい

▲迷路のようなマラケシュのメ
ディナ

モ
ロ
ッ
コ
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世 界 遺 産




